


























































































































































































































折衷主義があって当然である。リードの『芸術の意味』 (The Meaning of 
Art, 1931）は，芸術の折衷主義に至る歴史過程をたどるが，次の『近代詩の



































































































































































































































































































































































































































































































「図 5」と「図 1」を比較してみた場合，「図 1」の顔は当時の平均的な
ユダヤ人の骨相でしかなく，ここにはテーマがないことから情動の喚起も
詩的真実のイメージも表出されない。 jレオー は20世紀という時代感覚でと
らえた悩めるキリストの顔をイメージした。そのイメージはどことなく柔
和な表情のなかにも悲哀とも哀愁ともつかぬものを感じさせる。これはキ
リスト教文明の末期にJレオーが期待する救世主キリストによる人間救済へ
の切なる想いを込めてのイメージであるのかもしれない。構図という観点
からすれば，顔そのものは単純化されるが，イメージ自体は単純化されて
はいない。ポスターなど印刷メディアが発達した今日の技術をもってすれ
ば，こうした類の単純化，平面化の画像の産出はいくらでも可能である。
21世紀の ITの時代では美術の世界だけでなく，文芸上の単純な構図のな
かに新しいイメージの構築が可能になるものと思われる。
